「子どもの未来と、食を守るネットワーク」～北海道の大地にたねをまこう～
第２回　意見交換会

開会あいさつ

メッセンジャー紹介　湯浅優子氏（北海道スローフード・フレンズ リーダー）

【メッセンジャーより】----------------------------------------------------------

①安斎伸也氏
　福島県福島市庭坂「あんざい果樹園」四代目
　http://cave.ankaju.com/　

・安西さんは福島市内でモモ、ナシ、リンゴを栽培する農家で、二児の父。ぜんそくが持病だったことなどから、自然栽培転換に挑戦をはじめたばかり。震災後は新しい耕作地を求め、家族4人で北海道に移住。地元の庭坂では、今も両親が営農中。

＜＜以下安斎さんの発言内容のみ、ご本人のチェックが終わっていません＞＞

■どこに住んでも「人ごと」ではない。ふつうの家族の被災後を想像して下さい

（記録者途中参加のため冒頭ヌケあり）

　ごく当たり前の日常生活から突然の変化にとまどい、どこから伝えてよいか迷ってしまいます。報道されないことを含め、「ふつうの人の震災後」をお話したい。

　我が家では地震より原発の衝撃のほうが大きいが、放射能というのは目に見えず匂いもしないので、頭ではわかってもどうにも納得がいかない、奇妙な感覚が毎日続いています。想像してみてください。ある日突然「避難して」「外に置いた餌は与えないで」と言われる状況を。（しかも当初は検査もせずに通達が来た。）国や県は情報を隠して来たが、それは「発表→保障問題→経済破綻」を恐れてのことだと感じます。

　僕らには保障は何もない、想像以上にないです。行政は将来的な見通しも与えないので、自主努力でなんとかするしかない。たとえ農家をやめたところで貯蓄どころか毎年の仕事で精一杯なので、先が見えません。

　実際、放射能があると言われてもうちのモモは花をつけ実をならせている。むしろ今年は花付きもよく実が大きい当たり年。自主検査の結果は、国のマニュアル通り果実をよく水洗いし皮を取り、果肉のみを計って49ベクレル(Bq/kg)。国の基準は500ベクレルだから、だいぶ低い値ですね。今、両親が暮らす農園は融資で資金繰りをつないでいるが、作物を作ったところで出荷していいのかが正直言って判断できない。生活の源なのに、販売できない。家族に食べさせたくないものを、今まで信頼してくれたお客様に売れる訳がないんです。

　農家だけでなく、福島ではふつうの家庭の生活も激変しました。ある友人は新築のおしゃれなデザイナーズハウスが今年引き渡しになったばかりで被災。ローンは全額残り、３歳の娘さんがいる父親です。不謹慎と言われるでしょうが、いっそ地震で崩れた方がよかったのかとさえ思います。（放射能は）被害が目に見えないから。

　自分たちではかってみるとガイガーカウンターだけがビービーいうが、目にも見えず匂いもしない。しかし線量の高いところがあちこちにある。一方で市の広報では色んな裏付けをもって大丈夫という。ラジオもテレビも「気にし過ぎだ、神経質なんじゃないの？」という空気になっている。福島市は今年５月の最高気温がすでに30度、今は36度で湿度60％。お盆になれば気温は37度で夜も下がらない。そんな中でマスクは異常に見え「暑いのになんで？」となる。この感覚、わかってもらえますか。

　福島市や郡山市のある浜通り（注：福島県は海と山で気候に差があり、天気予報なども西から会津、中通り、浜通りと山を境に分かれています）は幹線の国道4号線や東北新幹線が通る場所です。その中で福島市が北、郡山市が南にあり、学校などもこれら主要都市に集まっている。

　傍から見れば「なぜ逃げないのか」と思われるでしょうが、よく想像してみてほしい。今の北海道の生活で、いきなり非現実な世界に陥ったら、いったいどれだけの人が現実的に行動できるのか。親父世代は「自分たちはもういい」と言うけれど、子どもたちはどうするのか。日々目に見えず被曝し、誰かが鼻血を出して、それは「暑さのせいだ」と言われているんです。

　福島県では、電力会社が公務員の上をいく安定企業です。親類をたどれば１人は居るというほどの大手企業が、東北電力。そんな中で反原発を口にするのは大変難しいことだったと思います。しかしそれは大人の事情。比較的被害の少ない地域の小学校に通う姪の話では、クラスの半分が鼻血を出した経験があるという。（本当に暑さのせい？？）他校でも似たような話を聞く。これはもうひと月前のことだが、ただもどかしい思いで過ごすしかありません。

＜経済的な困難＞

まず福島県の立場としては、逃げろと言えば保障問題になるから引き止めたい。そして住人が自主避難しようと思っても、人には経済的な理由がある。蓄えを切り崩して暮らし、先が見えない中で毎日過ごすのは限りがあります。つまり福島の人は「仕事がなく逃げられない」のです。僕ははじめ「みんな逃げておいで」と思っていたが、今は「仕事いきなり辞めてどうするんだ、そうだよな…」と思うようになった。正直この問題は自分たちではどうしようもなく、「助けて欲しい」としか思えない。

＜心の辛さ＞

（現地の人が）「県を出る」という選択は大変なことです。子どもの学校を辞めさせて家族で逃げるのは、「福島を捨てる」と見なされる。周囲でなく家族内でさえ、親や親戚などから神経質だと止められたり、絆がこわれたりしています。そうして母子だけで逃げて来ている人の中には、家族関係の悩みを見聞きします。また、子どもと奥さんを新潟あたりに避難させ、父親が１〜２時間かけて通勤する「二重生活」が増えている。

北海道に避難して来て思うのは、自主的にあきらめてここに来て、生活をまた作り直して行くというのが、大変…というか、「なんでこうなるんだ？」という気持です。

＜食の生産現場から＞

たとえば飯館地区で「飯館牛」というブランド和牛の放牧を営む友人が居て、とても落ち込んでいます。飯館は被災後間もなく高汚染地帯に指定されたが、牛は殺処分するのかどうかも指示がない。というのも、農業という仕事では出荷、セリ、販売まで流通が県単位で管理されているから。県農政部に問いただしても手一杯で具体的な指導がない。その結果が、今の問題（7月9日に内部被曝牛肉の流通、その後汚染したわらの流通が判明）になっている。国が手を打たなかった結果、生産者が非難されるのはいたたまれない。食べる側の人にもぜひ知って欲しいことです。

一方、農政部も農協も毎日やることがありすぎて、全量検査は無理。体制も整ってない、作物はもちろん、畑の土だって検査に手が回らない。つまり県が機能していない。

情報は錯綜したままだと思っています。SPEEDIの情報が（震災後すぐの大事な時期に）出なかった時点で破綻してる。メルトダウンもしないといって、やはりしていた。公式な情報は、信じるに足りない。家の中で0.4μsv（マイクロシーベルト／時）、福島市の中心地は家の中で1.7〜2.0が計測されていて、下がる傾向にない。

＜未来のために、できることを＞

全国の原発から80km圏内の円を描くと、日本に安全圏はない。そして日本は地震大国。僕は、北海道も安全じゃないと覚悟して避難してきている。だから、どうかリアルに想像してほしいと思う。

どんな職種、どんな立場からでも理屈は同じことで、最初に犠牲になるのは「未来」です。

牛肉の問題でわかるとおり、偽装は簡単にできるし、そうでなくても全頭検査は現実に不可能。おそらくもう、みんな食べてるだろうと思ってます。

だから、どうか自分の生活に置き換えて考えてみて欲しい。

福島と北海道の人がどうちがうかといえば、何も違わない。

たまたま風向きの問題、季節の問題で被害が決まっただけ。

これからはこの状況とともにどう生きて行くか、考えるしかない。汚してしまった責任を僕たちがとらなくては。事後のことは我が子らの世代まで続いて行くだろうから、「どう伝えて行くか」も常に考えています。

そこでこれから僕は、

「アタリマエノタベモノプロジェクト」http://www.atatabe.com/　を始めます。

福島のスーパーや農協直売所に並ぶのは県内産です。検査機関も信頼性が低い現状では、多くの人が県外産を選んでいる。しかし外食や給食はというと、県が安全宣言している限り地産地消、地元応援モード一色。食でさえも価値基準が揺らいでいるんです。

子どもたちの内部被曝を少しでも減らすため、僕ら生産者の眼で判断した安心なたべものを子どもたちに届ける運動です。

構築中のHPを見て下さい。//
----------------------------------------------------------

②上島信一氏
　北海道コカ・コーラボトリング（株）執行役員

・上島氏は地元企業のCSR（企業の社会的責任）担当として第一回集会に参加され、NPOや市民運動との連携について発言されました。

■「善いこと」は、理念と組織力の両輪で続くのではないでしょうか

　先ほどのご紹介でコカコーラに対する迷信の数々を披露されましたが、まだ誤解は解けていませんね（笑）。確かに、飲料に使うコーヒー豆も茶葉も道産ではないけれど、砂糖と牛乳は道産100％です。砂糖の原料はオホーツク産ビートが50%ですが、清水町でその話をして驚かれました。私たちはずいぶん伝えて来たつもりでも、まだまだ知られていないんですね。

　私からは、企業とNPOや市民活動、地域活動がどう連携をとればいいのかについてお話します。言い過ぎを承知で言えば、NPOの皆さんは理念は素晴らしい、尊敬に値すると思っています。しかし組織力は疑問です。（こう言い切ってしまうと必ず例外があるのは承知していますが。）特に「タテの組織力」が足りないのではないでしょうか。ヨコのつながりは強いのですが、事業の側面から考えると、きちんとお金が回るしくみを持っておられないのではないでしょうか。そう感じます。

　では、企業には理念がないのかといえば、そうではないんです。

企業は市場競争の環境の下にあるので、優先順位が変わる場合があります。それが時に理念がないかのように写ってしまいます。

当社の経営会議でトップの話の前半は「社会のお役に立っているのか？」を良く問題にしています。

飲料メーカーというのは嗜好品であることからアイテムが非常に多く、しかも嗜好品であるがゆえに他社と差別化しにくい。（そのため、ヨーロッパの水を運んでくる製品もあります。これは物流エネルギー的にCO2削減の面からはマイナスですし、調達コストが海外に流出することで経済の循環から見ると中々難しいということになります。）

環境と経済の循環から考えると、地産地消が果たす役割はとても大きいのですが、経済の拡大の側面からは地産他消も大切な取組みとして捉える必要もありそうです。

　話が飛びましたが、現代の企業が抱える柱の中には「地域貢献」があります。

将来は企業間の競争＝地域に役に立てる「お役立ち競争」になるのではないかと思います。

その理由は、地域が元気でなくて会社が成長する訳がないからです。お客様に買って頂き利益を上げ、それを設備投資や社会へのお返しに使う。地域の成長からおこぼれ（報酬）を頂くのが企業です。企業は地元と一緒に成長して行きたいはずなんです。まちはともかくうちの企業だけは、というわけにはいきませんから。

企業は地域貢献の前に誠実でなければなりません。

　別の例になりますが、当社の無菌充填ラインは道内唯一ですが、その衛生管理はとてもデリケートなもので、生産の関係者は休日の前しか納豆が食べられないというルールがあります。納豆菌はとても丈夫で、様々な殺菌行程でも中々死なないんですね。ただしそれは、当人各自の職業的良心であり、上司がチェックするわけではありません。見られていなくても誠実に仕事をしているから安心が成り立っているので、そこはぜひ知って頂きたい。（ボトル飲料を飲む際に、キャップを開けるのにドキドキして不安になることがありますか？ないでしょう。それは誠実さの成果だと思っています）

まずは誠実であることと、環境に配慮することが当たり前。その上で、お役に立つということを大事にし、考えているのです。会社は人が構成しているのでCSR（Corporate Social Responsibility）は、CでなくP(person)でPSRとも言われていますが、納得です。

＜CSRについて＞

お役立ちの話に戻りますと、嗜好品の飲料はべつにコカコーラでなくとも良いかもしれませんね。そうして考えると色々なメーカーがお茶や他の飲料を売っているわけですから、商品力だけで競争に勝つのは難しくなってくる訳です。それよりも「この企業はまじめだな、役に立つな」という評価、お褒めを頂くこと。それが業績につながり商売が成り立つと考えているのですが、まだ期待する業績につながっていません（笑）。

それが私の携わっている「CSR」なんです。
住みやすくにぎやかな町、豊かな町の根本は「安心安全」です。多くの経営課題のうちのひとつとして、未来を託す子どもたちに、北海道の企業として我々は何ができるか？ということがあります。

まだ形は実を結んでいないが、想いは間違いなくそこにあります。（配布資料：CSRレポート2011）たとえば電光掲示板を搭載した自販機は地域と連携して災害情報や防犯情報等の配信に役立てるなど、さまざまなことに取り組んでいます。

＜「寄付だけ」が難しいのは＞

　前回話題になった寄付のことですが、企業のお金の流れから見ると、単純な寄付は利益の遺失なのです。これをずっと続けると、企業は赤字になり大変になりますね。

そこで、例えば「水の保全」に対する寄付は、現在釧路湿原や大沼の写真をパッケージデザインとして使っている「ジョージアサントスプレミアム」（缶コーヒー）の売上の一部を充てています。

このコーヒーは北海道産の乳・糖・生クリームを使って愛されており、年1200万の寄付ができていますが、「商品の売上の一部から」と決めているから身を削るだけではなく長く続けて行けるんです。

このように、「事業活動の一部として貢献ができるしくみ」があるのが企業なのです。

　また、会社として取り組む活動を通してCSRマインドが社員にしみこんで、自ら役に立つ人になっていくのが嬉しい。

今回の災害の話を少しします。

私たちスタッフは、大きな事故があった際に先ず情報収集・状況把握とかにエネルギーを使う癖がついています。３．１１の時もそうでした。「仙台コカコーラはどうなっている」「そのお客さま（地域の人々）の状況はどうなっている」･･･とかですね。

しかし、うちのトップは「ニュースを見ればわかるだろう。（調査を待たず）トラックを出せ」「（阪神淡路の経験から）水が、おむつが、食料が必要だろう」と言うのです。緊迫した状況でなければ経営者は状況把握から始めろと指示するものなのでしょうが、こうしたトップの決断が、結果として当社の初動を早めたのです。

福島の子どもを大沼に集めるプロジェクトのお話がありますが、我々は得意技である飲料を提供する、水の出前授業をする、自然について勉強会をする、そんな林間学校のプログラムも用意しています。子どもにはQoo（飲料のキャラクター）の写真撮影会も喜ばれるけれど（笑）。

また、取引先とも連携して関わっていけるのです。例えば、ある居酒屋チェーンでバスを貸して下さるところがあります。子どもたちの移動手段として協力を依頼することもできるのです。

社会貢献、CSR＝コストです。ただお金を出すだけではなく（それは身を削るだけ）、それをどう事業につなげて行くか、パートナーとなって動いて行く道を考える。それが企業です。

だから、どうぞ企業なんか利益優先と言わないで下さい。利益は社員の雇用や給料、会社として成長して行くためのコストになります。それがめぐって、例えば当社では無菌充填ラインで詰めた水があるから、皆さんに安心して買って頂けるのです。

企業を嫌わないで下さい。お役に立たない企業はボイコットされます。（企業の貢献力の）ニュートラルレベルが上がってくれば、沢山の企業がもっと皆さんの役にたつし、地域もよくなる。安全で住みやすく、たくさんの人が暮らしたいと思ってくれる北海道にして、100年後には600万人の居住地になることだって夢ではないかもしれないのです。皆さんも身の回りの企業と仲良く、上手に利用してください。そしてもっともっと、お役立ち競争を高めさせて下さい。

最後に、企業とNPOの皆さんとが正しく理解し合いパートナーになれれば、これまでできなかったことや、小さな取り組みを大きな取り組みにすることが可能かもしれません。//

Q：（安斎さん）企業はお役立ち競争をするんですよね？では電力会社は…？

A：インフラ企業で競争関係がないと、そうはなりませんね。（推して知るべし）

Q：じゃ、電気を消費する僕らが、よい電気を求めればいいの？

A：そうですね。ただ、たとえばグリーン電力が正解かというと判断が難しい面もあるのでは。原発の安全競争という考え方もあるのではないでしょうか。//

----------------------------------------------------------

③大島貴美子氏
　神奈川県座間市　麦っ子畑保育園園長
　http://www.tabemonotuushin.co.jp/
　http://www.mugikko.org/message/index.html
· 神奈川県座間市で認定保育園の園長をしておられます。園だよりには自然流育児のこと、真弓定夫医師の考え方に添った園内調理の給食のことなどが綴られています。

■できることはすべてやる。子どもたちを守りたい

　お話を聞いていて、子どもたちの為になんとかしたいという皆さんの思いを大変ありがたいと感じました。けれども一方で、原発を止められなかった自分たちの責任を強く感じています。これから内部被曝の問題が大きくなるでしょうから、少しでも防げる手段をとりたい。後から心配し過ぎと言われる方がずっとよいと思っています。

　神奈川県認定保育園連絡協議会（保育園園長の集まり）の会長を引き受けていますが、当園のように色々な取り組みを続ける園は少ない。そうすると当園児だけ守っていればよいのか？と思い当たるのです。放射性物質飛散のニュースがあった頃は、ちょうど桜の見頃でした。園外ではむきだしのベビーカーで散歩する親子、小中生の登下校、グラウンドの部活…。見ていて胸が痛かった。学校に問い合わせると「市教委から指示がないので何もできない」との返答で、教員の良心はどこに？と歯がゆい思いをしました。配布資料の「こむぎ通信」（園だより）の中に原発以降の対応記録がありますが、この通信は保護者と応援団のための情報誌。次が神奈川新聞の当園の給食の取材記事（「牛乳を飲まない保育園」）。レシピについてはぜひキッチン担当の北村さんに聞いて欲しいと思う。特に園だよりは保育士が持ち回りで担当しているためかなりの力作になっており、皆さんにもご覧頂きたいものです。

　園だよりは3.11以降その対策や情報に誌面を割いてきましたが、6月号も参考にしてください。神奈川でも鼻血、熱、腹痛、など健康被害と思われる症状が幾つかの園から報告がある。北海道も線量の高い場所があればいずれ情報が出てくるのでしょうが、（京都大学原子炉実験所の小出裕章先生や、今年94才の肥田舜太郎医師（被爆者治療と核廃絶運動に関わり続けている）によれば、生命活動の常として当初吸い込んだものはある程度出て行くが、次段階の症状が出ることを心配しておられるそうです。当園では濃い昆布水を飲む、海藻や葛を摂る（良質のヨウ素を摂取する）、味噌汁を濃いめにして飲む（放射性物質の排出を助ける説がある）など、できるだけ体外排出を促しています。

＜園での放射性物質対策いろいろ＞

　福島の安斎さんのお話と同様、園庭の果樹も見事に実っているが、食べさせることはできない。去年までは美味しそうな実ほどヒヨドリと競争で食べていたのに、今年は鳥がまったく食べないまま熟して落ちている。他園でも同様の話を聞いた。3月～４月中はベンチの下や、落ち葉を掃除したゴミを市のゴミの日に出してしまった。それは焼却炉に入り、空中に戻り、また自分たちが吸うことになる。本来であれば自治体が集めて隔離すれば最善だったろうが、このゴミのことは大変後悔している。側溝の泥などは大人が園舎から離れた駐車場の隅に集め、子どもが触れにくくした。砂場の砂は座間市は千葉から取り寄せているが、当園では丹沢山系の石を細かく砕いて砂状にしたものを入手でき、水洗いして届けてもらい使っている。はじめは泥遊び砂遊びができなかったので、今砂場に水を入れて遊べるのは本当にありがたい。カウンターで計ってみるとだんだん数値は低くなっているが、一歩園外に出れば下水や落ち葉などの対策をしている場所はほとんどなく、市でもなにも手を打っていないに等しい。風の日は水を撒くなど根比べを続けている。室内はダイソンの掃除機が有効だった。放射能はほこりにくっついて動くと知ったので、掃除機で吸って集塵し、さらに水ぶきをして除去しています。

　こうした取り組みを求めて、他園から転園して来たお子さんもいるのが実情だが、4、5年先の状況を考えると暗い気持にならざるを得ない。いくつかの情報誌で「チェルノブイリの子ども達」を特集していたが、10年、20年経っても放射能の影響は終わらないことがわかる。（次回共催の講演会でお話される）田中優さん　と福島で何度もトーク＆ライブをしてきた「西表島のまーちゃん」－当園と親しくしている－によると、福島では本当の情報が正しく伝わっていないし、原発関連情報の温度差がすごいとのこと。そこで独自に新聞を作って６.１１に20万部刷って福島に全戸配布を試みたり、赤ちゃん引越しプロジェクトや、夏休みを西表で過ごす為の里親募集など精力的にやっています。彼は福島に何度か行き来するうちに、緑色の痰が出る、めまい、咳、頭痛などを自覚しているようです。ずっと居住していない大人でさえこうなのに、子どもは一体どうなるのか･･･。私も神奈川にいらっしゃる方に関しては保育、学童を無条件で受け入れると広報しましたが、申し込みはまだありません。//

----------------------------------------------------------

④秋山孝二氏
　NPO法人 北海道市民環境ネットワーク理事長

（http://www.kitanet.org/index.html）
・秋山さんは経済界とのつながりを生かして「北海道エネルギーチェンジ100プロジェクト」を展開しています。自己紹介は発言内にもあります。

■意識変革は経営者にも起きている。市民が想像力を働かせ、自ら考える時代です

社会人として約４０年、そのうち３０数年は企業経営に携わり、８年前に地
元札幌に戻り、NPO 、財団法人５つに関わっています。そのすべてを本業と考えているし、経営の世界からも足を洗うのではなく、つながりを生かした活動をしています。

　私と東北の関わりですが、父は青森県人です。また私の義理の姉は福島出身で、その息子のひとりは東京電力関係社員ですので、とても複雑な心境のようです。私はそんな「言葉にできない思い」も感じながら、経済界や企業に向かってはっきりものを言って行くつもりです。その際に、（経営者たちとのつながりは）貴重なフィールドと思っています。

　先日は、北海道電力の方と会いました。私の前職はf医薬品流通でしたので、医薬品の安全・安定供給が使命でした。北電は地域独占で、電力の安全・安定供給が使命のはずです、と説得し、話し合いのテーブルにつくよう誘い続けています。北海道という土地は単なる自治体区分でなく、生きている集合体としての北海道です。そこに住んで、自分のような団塊世代は最も享受し謳歌した世代。このままでは終われないと感じている人が、実はとても多いのです。

　市民活動のなかで「企業とはそんなもの」と言われるのが最も残念です。

（政府系金融機関と提携を解消し、脱原発を標榜するなど独自の姿勢で知られる）城南信金のように心ある経営者もいるということは言っておきたい。

　あるトップミーティングで某社長が「浜岡原発は止めるべき。さもないと日本製品自体が売れなくなる」と発言した。財界からのそんな発言は初めてです。経営者の中でも感度の高い人は価値観を変えているのに、市民活動家が相変わらず敵視しているのではいけない。自家発電、売電、企業のできることはたくさんあるので、ぜひ連携していくべきだと考えます。

　中島みゆきの「宙船（そらふね）」の歌詞同様、自分の運命を国に任せるには心もとない。（政治は未来のためというが、未来に対して最も当事者になれない者が担うのが政治じゃないか？という意見に賛成です）

＜エネルギーチェンジを促すために＞

　エネルギー問題は難しいと言われますが、電力会社の顧客は私たちであり、また、使わずにはいられない立場です。今回のことも以前から原発に懸念を持っていた人にとっては想定内。力及ばずの思い。一方で楽観視していた人は想定外だったと落ち込んでいる。

いずれにせよ新しい時代に立ち上がる人々を作って行かなくてはならないし、世の中に見えるように作って行かなくては。そこには素人もプロも関係なく、まず「できること」をやって、それを発信していかなくては始まりません。

　「エネルギーチェンジ100プロジェクト」については、

暫定HP   http://www.enechan100.com/ 
フェイスブック http://ja-jp.facebook.com/enechan100
ツイッター https://twitter.com/enechan100 
もあるのでぜひご覧下さい。「自分たちの気持は3・11以降変わったんだ」ということを、個人企業人どちらにせよ立場を示して、自らの暮らし方を明らかにしようという運動です。

北海道には、2001年に施行された「北海道省エネルギー・新エネルギー促進条例」（抜粋はプロジェクトHP参照）というのがあります。（泊3号機のバーター説もあるがそれは置いて）これを明確に確認し広めるのがもう一つの活動です。孫さんのこだわる「メガ」以外のソーラーもあるのでは？というように、個人の意識変革を、姿として見せて行こうというのが目指すところです。できるか否かを論じるのは走る前に石につまずくかどうかと同じ議論。まずやってみることです。

　今回ぜひお伝えしたかったのは、先見性のある経営者は今、明らかに変わって来ているということ。当事者である日本国民の私たちは、たとえ考えることが難しい問題であっても「自分ならばどうか？」と想像力を働かせて考えていくべき時代なのです。//
発言終わり----------------------------------------------------------

【坂本純科さん（北海道エコビレッジ推進プロジェクト代表）告知】 
持続可能な社会づくりを目標とする団体です。３回目には田中優さんを共催で招きます。小さなお子さんを預かる立場の方、生産者の方、精一杯のことだろうとお察しし、自分たちのやるべきことを改めて思う。

一方で北海道の私たちは次の社会を具体的にどうするのか、示して行かなければならないと考える。原発のリスクにNOと言うとき代替案を示すのでなければ、ただ不安やパニックを繰り返すことになる。具体的方策のヒントをくれるメッセンジャーとして、田中優さんの話をじっくり聞くチャンスとし、色々な団体が情報共有して行くためにも幅広くご参加とディスカッションをお願いしたい。

【宮本氏（ねおす）より経過報告】

受け入れの準備のさなかで、打合せから直行してきました。

私たちNPOの活動にとって、「フクシマ」は非常に複雑な状況です。

福島県に行って自治体から必要ないと強く言われ、そうかと思えば一方で地元のお母さんたちからは涙ながらの電話が来る。サマーキャンプはウエイティングリストが1000名を超え、連携と協力のお陰で、ねおすだけで500名、計1000名を受け入れる事になりました。小学生を受け入れたことがないグループや自治体が「無理をする」ケースもあり得るのでそこは慎重さが必要だが、そうした課題も含め、今後につながる継続的な動きの一里塚と捉えていきたい。ふくしまキッズと名付けているが、人ごとでなくこれはジャパンキッズ、ワールドキッズ、でもある。また意外なことに海外からの支援のほうがより多く、支援者への義務としても、またアドボカシー（政策提言）においても、「ふくしまキッズ」の活動は10年スパンで続けようと決めている。

これはなかなか言いかねる事ですが、「ふくしまキッズ」というワード自体が差別的なニュアンスになりかねない可能性も感じており、（「牛の次は人間か」＝福島の子どもを福島から出すなという意味）それだけに、極力明るく元気に「ふつうの夏休み」の提供に取り組み続けたいと思っています。長く協力できそうなことを宜しくお願いします。//

【まとめ】荒川義人氏（天使大学教授）

福島の現状を教えてくれる安斎さん、多忙な中駆けつけてくださった上島さんや大島さんのお話に、自助、共助、公助と言ったが、現場では共助すら通じていないんだということもわかった。あれだけ動いている人が多いのに、現地では何もしてもらっていないという状況も伝わった。安心安全な水の確保についても企業が重要であると思う。

また秋山さんのお話のとおりエネルギーシフトについても、個人レベルのチェンジが必要で、その活動に注目して行きたい。

今回の原発事故で一番ショックなのは、将来の夢までを奪っていることです。

今後も皆さんの「何かしたい」「どうすれば？」の参考になる活動例や情報を提示して行きたい。支援活動の輪をこのネットワークで広げて行くため、相互協力を宜しくお願いします。
【事務局より】

メーリングリストができました。配信必要な方はアドレスを。また、ネットワーク維持のために会費協力をお願いします。

（収録：２０１１年７月２２日(金)　 於　札幌エルプラザ３階ホール）

【追記】

「田中優さん講演会」はその後、「田中優講演会実行委員会」と当ネットワーク、「子どもネット」の共催となり、当ネットワークでは今回に次ぐ「第3回意見交換会」と位置づけることになりました。席数に限りがあるため早めのお申し込みをお勧めします。
/////////////////////////////////////////////////////////////////
聞き書き：深江園子

会場でのメモに、発言者による確認と一部補足を加えました。（7月29日）
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